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示 

 
 

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
御
嵩
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
）
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 

 

一 

日
時
及
び
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

二 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要 

別
記
一
の
と
お
り 

三 
都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間 

１ 
閲
覧
場
所 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
可
児
市
建
設
部
都
市
計
画

課
及
び
御
嵩
町
建
設
部
建
設
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。 

２ 

閲
覧
期
間 

 
ペ
ー
ジ 

御 
 

嵩 

都
市
計
画

区 
 

域 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五

日
（
水
）
午
後
六
時
か
ら 

日

時 

可
児
郡
御
嵩
町
御
嵩

一
二
三
九
番
地
一 

御
嵩
町
役
場
北
庁
舎

三
階
大
会
議
室 

場

所 

可

児

市 

御

嵩

町 

関

係

市

町 
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平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
年
八
月
十
六
日
（
月
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

四 

公
述
の
申
出
方
法 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日
（
月
）
ま
で

に
〒
五
○
○
―
八
五
七
○ 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課
へ
別
記
二
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合

は
、
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。 

２ 

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。 

３ 

公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。 

４ 

公
述
人
の
数
は
十
名
以
内
と
す
る
。
公
述
の
申
出
が
十
名
を
超
え
る
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出

た
者
の
う
ち
意
見
の
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
を
行
い
、
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
述
べ
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
前
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
。 

五 

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
（
電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一 

内
線
三
七
五
五
）
又

は
可
児
市
建
設
部
都
市
計
画
課
及
び
御
嵩
町
建
設
部
建
設
課 

六 

そ
の
他 

 

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。
公

聴
会
を
開
催
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

別
記
一 

一 

都
市
計
画
の
目
標 

本
区
域
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
中
山
道
の
宿
場
町
や
金
山
城
の
城
下
町
に
代
表
さ

れ
る
歴
史
や
豊
か
な
自
然
を
未
来
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
安
全
・
安
心
な
生
活

環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
み
ど
り
と
活
力
の
調
和
〜
ま
ち
の
歴
史
・

文
化
、
自
然
、
人
び
と
の
ぬ
く
も
り
が
活
力
と
感
動
を
創
造
す
る
み
た
け
・
か
ね
や
ま
〜
」
と
し
、

こ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
方
向
性
を
次
の
と
お
り
示
す
。 

１ 

「
自
然
」
の
な
か
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り 

２ 

ま
ち
の
活
力
と
生
活
の
多
様
性
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り 

３ 

「
歴
史
・
文
化
」
と
と
も
に
活
き
る
ま
ち
づ
く
り 

４ 

新
た
な
時
代
の
交
流
拠
点
を
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り 

５ 

み
ん
な
が
出
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り 

６ 

可
児
都
市
計
画
区
域
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り 

二 

地
域
ご
と
の
市
街
地
像
（
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
） 

本
区
域
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
構
成
を
も
と
に
次
の
と
お
り
区
分
し
、
地
域
ご
と
に
目
指
す

べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                         

農
地 

保
全 

農
村 

集
落 

地
区 

住
宅 

地
区 

商
業 

地
区 

農
村
集
落
地
区 

農
地
保
全
地
区 

自
然
環
境
地
区 

工
業
地
区 住

宅
団
地
地
区 

一
般
住
宅
地
区 

新
交
流
拠
点
地
区 

新
商
業
地
区 

沿
道
商
業
地
区 

中
心
市
街
地
商

業
地
区 

地

域

区

分 

農
地
内
に
あ
る
農
家
を
中
心
と
し

た
集
落
地 

優
良
農
地
内
を
中
心
と
し
た
農
業

用
地
区
域 

区
域
東
部
を
中
心
に
広
が
る
自
然

環
境 

区
域
南
部
の
工
業
団
地
と
区
域
北

西
部
の
工
場
適
地 

既
成
市
街
地
の
外
縁
部
や
丘
陵
地

に
開
発
さ
れ
た
住
宅
団
地 

区
域
中
心
部
か
ら
西
部
に
か
け
て

の
平
野
部
と
県
道
多
治
見
八
百
津

線
沿
道
の
住
宅
地 

可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

近
接
す
る
（
都
）
一
般
国
道
二
一

号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
沿
道 

御
嵩
町
西
部
に
新
た
に
立
地
し
た

大
型
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
商

業
地
区 

（
都
）
井
尻
伏
見
線
、（
都
）
一
般

国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
、
県

道
多
治
見
八
百
津
線
及
び
（
都
）

古
屋
敷
大
庭
線
沿
道
に
お
け
る
商

業
地
区 

名
鉄
御
嵩
駅
周
辺
の
商
業
集
積
地

区 お

お

む

ね

の

位

置 

営
農
環
境
と
生
活
環
境
が
と
も

に
良
好
で
一
体
性
を
持
っ
た
地

区 優
良
な
一
団
の
農
地
を
保
全

し
、
良
好
な
営
農
環
境
を
守
る 

豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
地

区 雇
用
創
出
や
産
業
の
独
自
性
の

構
築
に
資
す
る
施
設
が
立
地
す

る
産
業
集
積
地 

高
齢
社
会
を
見
据
え
、
徒
歩
圏

内
の
生
活
環
境
が
充
実
し
た
住

居
空
間 

人
が
集
ま
り
、
ふ
れ
あ
い
、
人

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
地

区 新
し
い
交
流
拠
点
と
し
て
観
光

交
流
機
能
や
商
業
機
能
を
備
え

た
地
区 

大
型
資
本
を
中
心
と
し
た
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
地
区 

良
好
な
歩
行
空
間
の
あ
る
周
辺

住
民
の
歩
い
て
い
け
る
商
業
空

間 中
山
道
の
歴
史
が
残
る
玄
関
口

と
し
て
の
役
割
を
担
う
商
業
空

間 目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

イ

メ

ー

ジ 
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三 
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
）
の
決
定
の
有
無 

本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。 

 

１ 

本
区
域
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
市
街
地
の
拡
大
の
可
能
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

２ 

可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
つ
い
て
は
、
御
嵩
町
第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
新

し
い
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
と
し
て
、
観
光
交
流
機
能
や
商
業
機
能
を
備
え
た
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備

を
図
る
こ
と
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
他
、（
都
）
一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
伴

い
、
新
た
な
開
発
を
促
す
可
能
性
が
あ
る
が
、
土
地
利
用
の
誘
導
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

 

３ 

住
宅
が
集
積
し
て
い
る
（
都
）
井
尻
伏
見
線
沿
道
や
名
鉄
御
嵩
駅
周
辺
、
振
興
事
務
所
周
辺
な

ど
の
各
地
区
の
中
心
部
に
お
い
て
は
、
通
過
交
通
の
増
加
、
下
水
道
未
整
備
な
ど
の
課
題
は
あ
る

が
、
今
後
、（
都
）
一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
及
び
県
道
多
治
見
白
川
線
の
整
備
や
市
街
地

内
を
中
心
と
し
た
下
水
道
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
既
成
市
街
地
を
中
心
に
良
好
な
住
環
境
の
形
成

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

 

４ 

近
年
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
区
域
の
山
林
は
保
全
す
べ
き
箇
所

も
多
く
、
開
発
を
行
う
際
に
は
、
自
然
と
調
和
し
た
計
画
と
な
る
よ
う
誘
導
を
行
う
こ
と
か
ら
、

開
発
に
よ
る
無
秩
序
な
自
然
環
境
喪
失
の
可
能
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針 

 

１ 

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

住
居
系 

 
 
 

⑴ 

区
域
中
心
部
か
ら
西
部
の
既
成
市
街
地
に
お
い
て
、
地
区
計
画
等
の
指
定
や
下
水
道
整
備

に
よ
り
、
良
好
な
居
住
空
間
を
構
築
す
る
。 

 
 
 

⑵ 

上
恵
土
交
差
点
以
南
の
可
児
市
と
の
境
界
付
近
は
用
途
地
域
変
更
を
検
討
し
つ
つ
、（
都
）

一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
と
連
携
し
た
土
地
利
用
を
進
め
る
。 

 
 
 

⑶ 

（
都
）
井
尻
伏
見
線
沿
道
の
（
都
）
南
山
環
状
線
と
の
交
差
点
以
東
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
住
宅･

商
業
機
能
の
集
積
を
目
指
す
。 

 
 
 

⑷ 

一
般
住
宅
地
区
の
外
縁
に
あ
る
住
宅
団
地
は
、
低
層
住
宅
を
中
心
と
し
た
良
好
な
住
環
境

地
区
と
し
て
土
地
利
用
を
維
持
す
る
。 

 
 

㈡ 

商
業
系 

 
 
 

⑴ 

名
鉄
御
嵩
駅
周
辺
を
中
心
市
街
地
商
業
地
区
と
し
て
、
商
業
機
能
の
集
積
を
進
め
る
。 

 
 
 

⑵ 

御
嵩
駅
南
の
駐
車
場
等
の
施
設
整
備
や
（
都
）
一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
と
連
携

し
た
快
適
な
商
業
空
間
と
し
て
機
能
確
立
を
目
指
す
。 

 
 
 

⑶ 

（
都
）
井
尻
伏
見
線
沿
道
の
商
業
集
積
地
と(

都)

古
屋
敷
大
庭
線
の
御
嵩
大
橋
周
辺
の
商

業
空
間
を
沿
道
商
業
地
区
と
す
る
。 

 
 
 

⑷ 

（
都
）
井
尻
伏
見
線
沿
道
は
用
途
地
域
の
変
更
も
考
慮
し
、
周
辺
住
民
が
歩
い
て
い
け
る

商
業
空
間
を
目
指
す
。 

 
 
 

⑸ 

御
嵩
大
橋
周
辺
は
今
後
の
（
都
）
一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
の
整
備
と
連
携
し
、

連
続
し
た
商
業
空
間
を
目
指
す
。 
 
 
 

⑹ 

御
嵩
町
西
部
の
大
型
商
業
施
設
が
立
地
す
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
大
型
資
本
を
中
心
と
し

た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
誘
導
を
行
う
。 

 
 

㈢ 

工
業
系 

 
 
 

⑴ 

区
域
南
部
の
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
み
た
け
を
中
心
と
す
る
工
業
団
地
と
（
都
）
井
尻
伏
見
線

沿
道
の
一
部
を
工
業
地
区
と
し
て
位
置
付
け
る
。 

 

２ 

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

交
通
施
設 

 
 
 

⑴ 

歩
行
者･

自
動
車
運
転
者
の
高
齢
化
を
考
慮
し
、
歩
道
の
整
備
や
道
路
の
拡
幅
等
、
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。 

 
 
 

⑵ 

国
道･

県
道
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
に
よ
り
生
活
空
間
に
侵
入
す
る
通
過
交
通
を
排
除
し
、

居
住
環
境
を
守
る
道
路
網
の
構
築
を
進
め
る
。 

 
 
 

⑶ 

高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
、
良
好
な
生
活
環
境
の
構
築
を
進
め
る
た
め
に
は
、
自
動
車
の
利

便
性
向
上
だ
け
で
は
な
く
、「
安
心
し
て
出
歩
け
る
ま
ち
」
を
創
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
特
に
交
通
量
の
多
い
都
市
骨
格
道
路
の
市
街
地
部
分
や
、
通
学
路
な
ど
は
、
歩
道
な

ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
な
歩
行
空
間
を
創
出
す
る
。 

 
 
 

⑷ 

鉄
道
は
名
鉄
広
見
線
を
住
民
の
通
勤･

通
学
や
観
光
客
の
足
と
し
て
の
役
割
を
担
う
重
要

な
機
能
と
位
置
づ
け
、
駅
周
辺
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。 

 
 
 

⑸ 

さ
つ
き
バ
ス
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
Ｙ
Ａ
Ｏ
バ
ス
が
通
勤
・
通
学
や
日
常
生
活
の
重
要
な
交

通
手
段
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
路
線
と
な
っ
て
い
る
道
路
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
。 

 
 
 

⑹ 

駅
前
広
場
や
駐
車
場
等
の
鉄
道
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関

の
利
便
性
向
上
を
図
り
、
通
勤
時
の
自
動
車
利
用
か
ら
の
転
換
を
誘
導
す
る
。 

 
 
 

⑺ 

（
都
）
一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
や
県
道
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
渋
滞
緩
和
を
図
る
と

と
も
に
、
主
要
幹
線
道
路
を
緑
化
す
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め
る
。 
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㈡ 

下
水
道
及
び
河
川 

 
 
 

⑴ 

可
児
川
は
流
域
の
下
水
道
整
備
を
通
じ
て
水
質
の
改
善
と
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。 

 
 
 

⑵ 

下
水
道
は
、
公
共
下
水
道
整
備
計
画
区
域
の
見
直
し
を
含
め
て
効
率
的
に
整
備
を
進
め
、

普
及
率
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
。 

 
 
 

⑶ 

可
児
川
・
木
曽
川
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
親
し
み
の
持
て
る
水
辺
空
間
の
創
出
を
検
討
す

る
。 

 

３ 

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針 

 
 
 

名
鉄
御
嵩
駅
の
周
辺
未
利
用
地
は
、
駅
に
近
接
す
る
生
活
利
便
性
の
高
い
住
宅
地
と
し
て
活
用

す
る
と
と
も
に
、
向
陽
通
り
や
願
興
寺
・
中
山
道
み
た
け
館
と
連
携
し
た
ま
ち
な
み
を
形
成
し
、

既
成
市
街
地
と
（
都
）
一
般
国
道
二
一
号
御
嵩
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
地
区
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。 

 

４ 

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

市
街
地
や
集
落
周
辺
の
山
林･

農
地･
河
川
を
住
民
が
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
自
然
環
境
と
し

て
保
全
す
る
。 

 
 

㈡ 

良
好
な
生
活
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
市
街
地
内
の
沿
道
を
中
心
に
緑
化
を
推
進
す
る
。 

 
 

㈢ 

兼
山
地
区
で
は
、可
児
市
緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、蘭
丸
ふ
る
里
の
森
を
は
じ
め
と
し
た
、

緑
地
の
保
全
を
図
り
、
可
児
市
景
観
計
画
に
基
づ
く
良
好
な
景
観
の
維
持･

創
出
を
進
め
る
。 

 
 

㈣ 

公
園
は
住
民
の
憩
い
の
場
、
交
流
の
場
で
あ
り
、
災
害
時
に
避
難
場
所
や
救
援
拠
点
と
な
る

等
そ
の
用
途
は
広
い
た
め
整
備
を
進
め
る
。 

五 

「
四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
呂
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
）
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 

 

一 

日
時
及
び
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

二 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

別
記
一
の
と
お
り 

三 

都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間 

 

１ 

閲
覧
場
所 

 
 
 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
下
呂
市
建
設
部
建
築
課
に

お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。 

 

２ 

閲
覧
期
間 

 
 
 

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
（
火
）
か
ら
同
月
十
七
日
（
火
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除

く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

四 

公
述
の
申
出
方
法 

 
１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
七
日
（
火
）
ま
で

に
〒
五
○
○
―
八
五
七
○ 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課
へ
別
記
二
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合

は
、
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。 

 

２ 

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

公
述
申
出
書
 

  
平
成
22
年
７
月
30
日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
御
嵩
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
案
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
意
見
を
述
べ
た
い
の
で

申
し
出
ま
す
。
 

 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
  

  
岐
阜
県
知
事
 
 
古
田
 
肇
 
様
 

 
公
述
申
出
人
 

 
 
住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TEL 

 
（
ふ
り
が
な
）
 

 
 
氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
 
 

   
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
 

別
記
二

 

（
注
）
 
１
 
用
紙
は
Ａ
４
判
の
大
き
さ
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
２
 
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
区
分
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
下 

 

呂 

都
市
計
画 

区 
 

域 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六

日
（
木
）
午
後
六
時
か
ら 

日 
 
 
 
 

時 

下
呂
市
森
九
二
二
番
地

六
下
呂
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
三
階
会
議
室 

場 
 
 
 
 

所 

下

呂

市 

関

係

市 
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ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。 

 
３ 
公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。 

 

４ 
公
述
人
の
数
は
十
名
以
内
と
す
る
。
公
述
の
申
出
が
十
名
を
超
え
る
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出

た
者
の
う
ち
意
見
の
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
を
行
い
、
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
述
べ
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
前
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
。 

五 

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
（
電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一 

内
線
三
七
五
五
）
又

は
下
呂
市
建
設
部
建
築
課 

六 

そ
の
他 

 
 

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。
公

聴
会
を
開
催
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

 
 

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

別
記
一 

一 

都
市
計
画
の
目
標 

 
 

本
区
域
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、「
森
と
清
流
、
人
と
ま
ち

が
響
き
あ
う
健
康
と
交
流
の
ま
ち
」
を
都
市
づ
く
り
の
将
来
像
と
し
、
以
下
に
示
す
目
標
を
設
定
す

る
。 

 

１ 

自
然
を
活
か
し
地
域
活
力
の
創
造
に
つ
な
が
る
土
地
利
用
の
推
進 

 

２ 

地
域
の
個
性
を
活
か
し
交
流
と
定
住
を
促
進
す
る
都
市
施
設
の
整
備 

 

３ 

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
拠
点
の
整
備 

二 

地
域
ご
と
の
市
街
地
像
（
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

本
区
域
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
地
域
ご
と
に
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

三 

区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
）
の
決
定
の
有
無 

 
 

本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。 

 

１ 

本
区
域
で
は
、
限
ら
れ
た
開
発
可
能
な
地
域
に
人
口
が
集
積
さ
れ
、
今
後
の
人
口
の
増
加
は
見

込
ま
れ
ず
、（
仮
称
）
濃
飛
横
断
自
動
車
道
整
備
と
（
仮
称
）
高
山
下
呂
連
絡
道
路
に
よ
る
交
通
利

便
性
の
向
上
や
健
康
保
養
地
構
想
地
区
の
整
備
に
よ
る
地
域
の
発
展
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
地

形
的
地
理
的
な
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
市
街
地
内
に
残
さ
れ
て
い
る
自
然
的
土
地
利
用
等
の
活
用

で
対
応
で
き
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
。 

 

２ 

本
区
域
の
中
心
商
業
地
は
、
観
光
産
業
の
中
心
と
し
て
宿
泊
施
設
や
商
業
施
設
等
が
密
集
し
、

準
防
火
地
域
指
定
に
よ
る
建
物
の
耐
火
性
の
向
上
や
下
水
道
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
中
心
商
業
地

を
中
心
に
住
環
境
の
改
善
や
生
活
基
盤
の
整
備
が
計
画
的
に
既
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

３ 

市
街
地
内
の
山
林
、
丘
陵
地
に
お
い
て
も
開
発
が
沈
静
化
し
て
お
り
、
将
来
的
に
大
幅
な
人
口

増
加
が
見
込
ま
れ
ず
、市
街
地
外
に
お
い
て
も
既
に
保
安
林
等
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

開
発
行
為
に
よ
る
自
然
環
境
喪
失
の
可
能
性
は
低
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
。 

四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針 

 

１ 

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

住
居
系 

 
 
 

⑴ 

空
き
家
・
空
き
地
を
活
用
し
な
が
ら
住
宅
の
更
新
を
図
る
こ
と
に
よ
り
防
災
耐
力
の
向
上
、

耐
火
性
の
向
上
を
図
り
生
活
基
盤
の
整
備
や
住
環
境
の
改
善
を
積
極
的
に
行
う
。
特
に
、
中

心
商
業
地
に
隣
接
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
に
優
れ
、
良
好
な
住
環
境
を
備
え
た
住

宅
地
を
形
成
す
る
た
め
、
住
・
商
混
在
を
基
本
と
し
た
土
地
利
用
の
再
編
を
行
う
。 

 
 
 

⑵ 
健
康
保
養
地
構
想
地
区
に
隣
接
す
る
区
域
を
自
然
共
生
型
の
住
宅
地
と
位
置
づ
け
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
享
受
で
き
る
自
然
と
調
和
し
た
良
好
な
住
宅
地
の
形
成
を
図
る
。 

 
 

㈡ 

商
業
系 

健
康
保
養
地
構
想
地

区 中
心
商
業
地
区 

地

域

区

分 

中
心
商
業
地
区
の
北
東
部
に
隣
接

す
る
地
区 

飛
騨
川
左
岸
の
商
業
地 

飛
騨
川
右
岸
の
商
業
地 

お

お

む

ね

の

位

置 

特
色
の
あ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
と
連
携
し
た
健
康
・
保

健
・
文
化
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

広
域
交
流
空
間
と
な
る
地
区 

景
観
に
優
れ
利
便
性
と
に
ぎ
わ
い

と
が
融
合
し
た
周
遊
性
の
高
い
都

市
中
心
拠
点 

公
共
交
通
ハ
ブ
を
備
え
た
本
区

域
の
玄
関
口
と
な
る
商
業
地 

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

イ

メ

ー

ジ 

緑
地
等 

工
業
地
区 

自
然
共
生
型
の
住
宅
地 

一
般
住
宅
地
区 

沿
道
商
業
地
区 

 

下
呂
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
園
や
し
ら
さ

ぎ
緑
地
な
ど 

市
街
地
北
部
及
び
南
部
の
工
業
地 

市
街
地
北
部
と
東
部
で
既
に
住
宅

が
立
地
、
集
積
し
て
い
る
地
区 

市
街
地
中
央
部
か
ら
南
部
の
地
区 

市
街
地
南
東
部
の
国
道
四
一
号
沿

道 

 

ま
ち
の
う
る
お
い
拠
点 

産
業
拠
点 

自
然
豊
か
な
居
住
環
境
を
備
え

た
住
宅
地 

ま
ち
な
か
居
住
促
進
拠
点 

国
道
四
一
号
の
利
便
性
を
活
か

し
た
沿
道
型
商
業
地 
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⑴ 

飛
騨
川
右
岸
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
・
商
店
が
集
積
す
る
地
域
で
は
、
病
院
跡
地
の
活
用
や
面

的
な
整
備
も
視
野
に
入
れ
た
下
呂
市
の
玄
関
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
拠
点
形
成
を
目
指
す
。 

 
 
 

⑵ 

観
光
及
び
商
業
機
能
を
効
率
的
に
集
積
さ
せ
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
街
路

や
修
景
施
設
等
の
整
備
に
よ
り
、
観
光
地
下
呂
の
拠
点
形
成
を
目
指
す
。 

 
 
 

⑶ 

国
道
四
一
号
沿
道
の
商
業
地
域
で
は
、
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
土

地
利
用
（
商
業
・
業
務
系
）
を
誘
導
す
る
。 

 
 

㈢ 

工
業
系 

市
街
地
北
部
及
び
南
部
に
あ
る
工
業
地
で
は
、
工
業
施
設
の
立
地
誘
導
を
行
い
生
産
機
能
の

強
化
を
図
る
。 

 

２ 

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

交
通
施
設 

 
 
 

⑴ 

広
域
交
通
の
利
便
性
を
改
善
す
る
た
め
、
中
京
都
市
圏
と
高
山
及
び
北
陸
圏
を
結
ぶ
南
北

軸
で
あ
る
国
道
四
一
号
の
整
備
・
充
実
及
び
（
仮
称
）
高
山
下
呂
連
絡
道
路
の
整
備
、（
仮
称
）

濃
飛
横
断
自
動
車
道
（
地
域
高
規
格
道
路
濃
飛
横
断
自
動
車
道
）
の
整
備
を
促
進
す
る
。 

 
 
 

⑵ 

市
街
地
に
お
け
る
交
通
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
排
除

す
る
道
路
交
通
網
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
広
域
幹
線
道
路
や
鉄
道
と
の
連
携
に
よ
る

利
便
性
の
高
い
道
路
交
通
網
の
整
備
に
取
り
組
む
。 

 
 
 

⑶ 

中
心
商
業
地
で
は
、
歩
行
者
動
線
の
的
確
な
配
置
・
強
化
を
促
進
し
、
魅
力
的
で
、
す
べ

て
の
人
が
安
全
か
つ
快
適
に
散
策
で
き
る
歩
行
者
空
間
の
創
出
を
図
る
。 

 
 
 

⑷ 

鉄
道
・
バ
ス
の
輸
送
体
系
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
の
整
備
、
駐
車
場
の
確

保
等
を
含
め
駅
周
辺
に
お
け
る
交
通
ハ
ブ
機
能
の
充
実
を
検
討
す
る
。 

 
 

㈡ 

下
水
道
及
び
河
川 

 
 
 

⑴ 

市
街
地
内
す
べ
て
を
公
共
下
水
道
の
整
備
区
域
と
し
て
設
定
し
、
本
区
域
を
三
つ
の
処
理

区
に
区
分
し
て
整
備
を
進
め
る
。 

 
 
 

⑵ 

飛
騨
川
の
治
水
安
全
度
を
高
め
、
河
川
改
修
を
進
め
る
。 

 
 

㈢ 

そ
の
他 

 
 
 
 

概
ね
十
年
以
内
に
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
を
図
る
。 

 

３ 

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

中
心
市
街
地
の
基
盤
未
整
備
地
区
で
は
、
市
街
地
開
発
事
業
に
よ
る
面
的
な
整
備
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
空
き
家
・
空
き
地
の
活
用
、
住
宅
・
商
店
の
建
替
え
促
進
な
ど
の
施
策

を
組
合
せ
つ
つ
徐
々
に
快
適
な
市
街
地
形
成
を
図
る
。 

 
 

㈡ 

中
心
商
業
地
周
辺
で
は
、
住
商
混
在
の
土
地
利
用
を
許
容
す
る
も
の
の
、
良
好
な
住
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
、
悪
影
響
を
与
え
る
施
設
の
立
地
や
土
地
利
用
の
純
化
を
図
る
べ
き
地
域
に

お
い
て
は
、
用
途
地
域
の
見
直
し
や
地
区
計
画
等
を
活
用
し
、
適
正
な
規
制
・
誘
導
を
行
う
。 

 
 

㈢ 

観
光
客
が
散
策
し
た
く
な
る
魅
力
あ
る
温
泉
街
を
形
成
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

環
境
整
備
を
進
め
る
。 

 
 

㈣ 

健
康
保
養
地
構
想
地
区
に
お
い
て
は
、
医
療
と
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
関
連
施
設
等
の
整
備

を
推
進
す
る
。 
 

４ 

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針 

 
 
 

人
と
自
然
と
の
共
存
、み
ど
り
豊
か
な
観
光
地
下
呂
の
形
成
、将
来
的
な
位
置
づ
け
の
明
確
化
、

憩
う
・
遊
ぶ
・
避
難
の
役
割
を
果
た
す
公
園
の
確
保
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
、
既
存
の
都
市
計

画
公
園
、
市
街
地
内
外
の
緑
、
社
寺
林
等
を
活
用
し
、
系
統
別
の
緑
地
機
能
を
確
保
す
る
。 

五 

「
四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
揖
斐
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
）
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 

 

一 

日
時
及
び
場
所 

 
 

 
     

二 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

別
記
一
の
と
お
り 

三 

都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間 

 

１ 

閲
覧
場
所 

 
 
 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
揖
斐
川
町
建
設
課
、
大
野

町
建
設
水
道
課
及
び
池
田
町
建
設
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。 

 

２ 

閲
覧
期
間 

 
 
 

平
成
二
十
二
年
八
月
四
日
（
水
）
か
ら
同
月
十
八
日
（
水
）
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除

く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

四 
公
述
の
申
出
方
法 

 

１ 
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
八
日
（
水
）
ま
で

に
〒
五
○
○
―
八
五
七
○ 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策

課
へ
別
記
二
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合

は
、
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。 

別
記
二

 

公
述
申
出
書
 

  
平
成
22
年
７
月
30
日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
下
呂
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
案
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
意
見
を
述
べ
た
い
の
で

申
し
出
ま
す
。
 

 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
  

  
岐
阜
県
知
事
 
 
古
田
 
肇
 
様
 

 
公
述
申
出
人
 

 
 
住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TEL 

 
（
ふ
り
が
な
）
 

 
 
氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
 
 

   
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
 

（
注
）
 
１
 
用
紙
は
Ａ
４
判
の
大
き
さ
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
２
 
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
区
分
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
揖 

 

斐 

都
市
計
画 

区 
 

域 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
七

日
（
金
）
午
後
六
時
か
ら 

日 
 
 
 
 

時 

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
上

南
方
十
五 

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

一
階
第
二
会
議
室 

場 
 
 
 
 

所 

揖

斐

川

町 

大

野

町 

池

田

町 

関

係

市 
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２ 

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。 

 

３ 
公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。 

 

４ 

公
述
人
の
数
は
十
名
以
内
と
す
る
。
公
述
の
申
出
が
十
名
を
超
え
る
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出

た
者
の
う
ち
意
見
の
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
者
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抽
選
を
行
い
、
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
述
べ
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
前
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
す
る
。 

五 

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
（
電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一 

内
線
三
七
五
五
）、
揖

斐
川
町
建
設
課
、
大
野
町
建
設
水
道
課
又
は
池
田
町
建
設
課 

六 

そ
の
他 

 
 

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
い
。
公

聴
会
を
開
催
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

 
 

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

別
記
一 

一 

都
市
計
画
の
目
標 

 
 

本
区
域
で
は
、「
音
色
豊
か
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
健
康
・
ロ
マ
ン
・
つ
な
が
り
）
都
市
の
建
設
」

を
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、
こ
の
実
現
に
向
け
た
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
を
次
の
と

お
り
示
す
。 

 

１ 

水
と
緑
と
い
う
地
域
の
自
然
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

 

２ 

健
康
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

３ 

快
適
・
便
利
・
機
能
的
等
の
豊
か
な
生
活
空
間
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

４ 

活
力
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

 

５ 

住
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

二 

地
域
ご
と
の
市
街
地
像
（
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

本
区
域
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
地
域
ご
と
に
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

三 

区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
）
の
決
定
の
有
無 

 
 

本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
な
い
。 

 

１ 

本
区
域
の
人
口
は
今
後
、
現
状
維
持
か
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
住
宅
系
市
街
地
の
拡
大
は

少
な
く
、
大
型
商
業
施
設
、
工
業
用
地
及
び
流
通
業
務
用
地
は(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道(

仮
称)

大
野
・
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以
下
、「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と
い
う
。）
周
辺
や
幹
線
道

路
沿
い
等
特
定
の
区
域
で
の
開
発
に
限
定
さ
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
。 

 

２ 

既
存
市
街
地
で
は
道
路
、
公
園
等
の
整
備
水
準
が
低
く
、
効
率
的
な
基
盤
整
備
を
進
め
る
必
要

は
あ
る
が
、
区
域
区
分
を
行
い
積
極
的
な
都
市
整
備
を
展
開
す
る
ほ
ど
の
土
地
需
要
は
見
込
ま
れ

な
い
こ
と
。 

 

３ 

農
地
や
山
林
等
自
然
環
境
は
、
既
に
他
法
令(

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
用
地
区
域
、
保
安
林 

等)

で
保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針 

 

１ 

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

住
居
系 

 
 
 
 

既
存
の
住
居
の
集
積
が
高
い
各
町
の
中
心
部
と
そ
の
周
辺
が
一
体
的
に
な
る
よ
う
に
配
置
す

る
こ
と
で
、
住
環
境
の
整
備
を
図
る
。 

 
 

㈡ 

商
業
系 

 
 
 

⑴ 

各
町
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
商
業
核
を
形
成
す
る
方
針
と
し
、既
存
商
業
地
の
活
性
化
に
努
め
、

養
老
鉄
道
養
老
線
の
揖
斐
駅
、
池
野
駅
周
辺
を
核
と
し
、
大
野
町
地
内
の
国
道
三
〇
三
号
沿

い
を
含
め
、
商
業
地
の
形
成
を
図
る
。 

 
 
 

⑵ 
(

都)

池
田
岐
阜
線
及
び(

都)

池
田
揖
斐
川
線
の
池
田
町
内
で
は
、
大
型
商
業
施
設
が
立
地

し
て
お
り
、
こ
の
地
区
を
拠
点
に
沿
道
商
業
地
の
形
成
を
図
る
。 

 
 
 

⑶ 

将
来
的
に
は
大
野
町
地
内
の(

都)

池
田
岐
阜
線
及
び(

都)

大
野
揖
斐
川
線
沿
道
に
も
沿
道

工
業
地
域 

住
居
地
域 

商
業
地
域 

地

域

区

分 

既
存
工
場
集
積
地
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
、(

仮
称)

大
野
町
北
部

工
業
団
地
、(

都)

池
田
揖
斐
川
線
及

び(

都)

大
野
揖
斐
川
線
の
周
辺
地

域
等 

人
口
集
中
地
区
や
商
業
地
の
周
辺

地
域 

養
老
鉄
道
の
主
要
駅
周
辺
や
幹
線

道
路
沿
道 

お

お

む

ね

の

位

置 

工
業
施
設
や
流
通
業
務
施
設
を

中
心
に
誘
導
す
る
地
域 

良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
目

指
す
地
域 

活
力
あ
る
商
業
の
振
興
を
図
る

地
域 

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

イ

メ

ー

ジ 
森
林
等 

農
業
集
落
地
域 

工
業
地
域 

公
園
・
緑
地
等 

農
村
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地

域 既
存
工
場
集
積
地
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
、(

仮
称)

大
野
町
北
部

工
業
団
地
、(

都)

池
田
揖
斐
川
線
及

び(

都)

大
野
揖
斐
川
線
の
周
辺
地

域
等 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
地
域
交
流
を
図
る
地

域 緑
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
住
環
境

を
目
指
す
地
域 

工
業
施
設
や
流
通
業
務
施
設
を

中
心
に
誘
導
す
る
地
域 
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商
業
地
の
形
成
を
目
指
す
。 

 
 
 

⑷ 

幹
線
道
路
沿
道
の
商
業
地
は
、
無
秩
序
な
商
業
施
設
の
立
地
の
抑
制
に
努
め
、
一
定
の
範

囲
で
の
商
業
地
の
形
成
を
目
指
す
。 

 
 

㈢ 

工
業
系 

 
 
 
 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
設
を
視
野
に
、
既
存
工
業
地
及
び
そ
の
周
辺
に
加
え
て
、（
仮
称
）
大

野
町
北
部
工
業
団
地
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
並
び
に
そ
の
立
地
が
望
ま
し
い
地
区
に
計

画
的
な
工
場
等
の
立
地
を
図
る
。 

 

２ 

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針 

 
 

㈠ 

交
通
施
設 

 
 
 

⑴ 

よ
り
充
実
し
た
道
路
体
系
の
整
備
を
図
る
た
め
、新
た
な
道
路
の
計
画
を
検
討
す
る
ほ
か
、

既
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
道
路
の
内
、
未
完
成
道
路
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
環
境
の
変

化
を
考
慮
し
つ
つ
必
要
性
を
検
証
の
う
え
廃
止
を
含
め
た
計
画
変
更
を
検
討
し
、
真
に
必
要

な
路
線
を
優
先
し
た
効
率
的
な
整
備
を
図
る
。 

 
 
 

⑵ 

道
路
が
都
市
の
景
観
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
間
で
あ
る
こ
と
に
充
分

配
慮
し
て
、
整
備
を
図
る
。 

 
 
 

⑶ 

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
鉄
道
は
、
高
齢
社
会
に
お
い
て
交
通
弱
者
に
対
し
て
重
要
な
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
維
持
に
努
め
る
。 

 
 

㈡ 

下
水
道
及
び
河
川 

 
 
 

⑴ 

土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
等
を
図
り
な
が
ら
三
町
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
単
独
公
共
下
水
道

事
業
や
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
を
推
進
す
る
。 

 
 
 

⑵ 

桂
川
、
杭
瀬
川
等
に
つ
い
て
、「
洪
水
等
の
水
害
防
止
」「
農
業
用
水
等
河
川
の
利
活
用
」

「
周
辺
住
民
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
空
間
」「
自
然
と
の
共
生
」の
た
め
の
整
備
を
行
う
。 

 

３ 

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針 

 
 
 

将
来
発
生
す
る
新
た
な
市
街
地
需
要
に
対
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
計
画
的
な
開
発
に
よ

り
、
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
を
目
指
す
。 

 

４ 

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針 

 
 
 

現
在
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
身
近
な
公
園
・
広
場
を
整
備
す
る
と
い
う
二
つ
の
視
点

に
よ
り
、
公
園
や
緑
地
等
の
整
備
に
努
め
る
。 

五 

「
四 

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

                             

 



 （ 13 ） 平成 22 年７月 30 日 岐  阜  県  公  報 号 外 (４) 

 

 

                               

                              

 



 号 外 (４)  岐  阜  県  公  報  平成 22 年７月 30 日  （ 14 ） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 
 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

者 
 
 

岐 
 
 
 
 

阜 
 
 
 
 

県 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 
 

集 
 
 

各
務
原
市
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一
―
一 

 

ブ
イ
・
ア
ー
ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

所 
 
 

岐 
 
 

阜 
 
 

県 
 
 

庁 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 

 
 
 

  別
記
二

 

公
述
申
出
書
 

  
平
成
22
年
７
月
30
日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
揖
斐
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
案
（
素
案
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
意
見
を
述
べ
た
い
の
で

申
し
出
ま
す
。
 

 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
  

  
岐
阜
県
知
事
 
 
古
田
 
肇
 
様
 

 
公
述
申
出
人
 

 
 
住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TEL 

 
（
ふ
り
が
な
）
 

 
 
氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
 
 

   
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
 

（
注
）
 
１
 
用
紙
は
Ａ
４
判
の
大
き
さ
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 
 
２
 
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
区
分
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 


